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◆平成24年度　活動年表◆

月 活動内容

8 月
・平成 24 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業」
に採択

9月 ・国立大学法人京都工芸繊維大学KIT男女共同参画推進センター規則制定（13 日）

10 月
・KIT男女共同参画推進センターの設置（1日）
・第 1回 KIT男女共同参画推進センター会議（17 日）

11 月

・研究支援員制度利用者の学内公募開始（1日）
・文部科学省主催「女性研究者研究活動支援事業合同シンポジウム」へ参加（20 日）
・KIT男女共同参画推進センターコーディネータの就任（22 日）
・男女共同参画社会を実現するための教育プログラム講演会の開催（22 日）
・（独）国立女性教育会館主催「平成 24 年度大学等における男女共同参画推進セミナー」
へ参加（29 日～ 30 日）

12 月
・研究支援員の雇用開始（1日）
・第 2回 KIT男女共同参画推進センター会議（27 日）

2月

・東京大学および東京医科歯科大学訪問、意見交換（1日）
・岐阜大学訪問、意見交換（4日）
・KIT男女共同参画推進センターホームページの開設（20 日）
・KIT男女共同参画推進センターキックオフセミナーの開催（22 日）
・KIT交流サロンの設置（22 日）

3月

・第 3回 KIT男女共同参画推進センター会議（15 日）
・平成 25 年度前期研究支援員制度利用者の学内公募開始（19 日）
・KIT男女共同参画推進センター通信ニュースレター創刊（28 日）
・KIT男女共同参画推進センターリーフレットの発行（28 日）
・両立支援相談のご案内（リーフレット）の発行（28 日）
・KIT男女共同参画推進センター参考図書の設置

KIT交流サロン
平成 25 年 2 月、「KIT交流サロン」を設置しました。
女性教職員や女子学生の交流の場として、研究（仕事）や育児、介護の情報交換の場として、相談やグルー
プワーク、ランチミーティングの場として、ご利用いただけます。男性教職員の方もご利用いただけます。
学内教職員の分野を越えての繋がりを促進していきます。
また、育児や介護、ワークライフバランスに関する図書やDVDを置いています。
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活動の様子

　　　　　10月：センター設置　　　　　　　11月：男女共同参画教育プログラム講演会

11月：「文部科学省合同シンポジウム」、「大学等における男女共同参画セミナー」へ参加

　　　　2月：キックオフセミナー開催　　　　　　　　3月：ニュースレター、リーフレットの発行

　　　　3月：KIT 交流サロンと参考図書
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◆平成24年度活動報告　ライフイベント期間中の両立支援◆

研究支援員制度
　出産・育児や介護期にある女性研究者等の研究活動を支援するため、大学院生等を研究支援員として配置
することによって、ライフイベント期における研究活動の継続・進展を図る本学の制度です。また、大学院
生のキャリア形成にも結びつけるものです。平成 24 年度は、11 月に利用者の学内公募を行いました。

【利用実績】

利用年度 利用教員数 利用事由

平成 24 年度 10 名（男性 2名、女性 8名） 育児：8名　介護：2名

【制度利用者の声（一例）】
教　員：「 研究資料の整理及び文献調査などの業務をおこなってもらい、子育てをしながらも研究が捗った。」
　　　　「 子育て中で研究に割ける時間が限られる中、支援員の配置で効率的に研究を進めることがで

きた。」
　　　　「支援員の補助のおかげで、論文の執筆やシンポジウムを滞りなく実施できた。」
支援員：「 研究結果だけではなく、調査や分析の進め方、経過についても知ることができ、研究について

深く理解できるようになった。」
　　　　「 支援員の仕事を通じて、担当以外の分野にも触れる機会ができ、自分の研究方法に役立った。」
　　　　「 学業に役立つだけではなく、社会人としての基本、時間管理、自己管理の意識を身につけるこ

とができた。」

ベビーシッター育児支援制度
　仕事と育児の両立を支援するため、一般財団法人こども未来財団が行っている「ベビーシッター育児支援
事業」によるベビーシッター費用の一部補助（割引券）を行っています。

両立支援相談
　KIT男女共同参画推進センターのコーディネータが、本学で学び、働き、研究する女性研究者や女子学生
の方が研究と生活を両立できるよう、出産・育児・介護などライフイベント上の悩みや相談に応じています。
支援に関する様々な制度・情報の提供も行います。また、男性教職員の方のご相談にも応じています。
　相談内容やご希望により、学内の相談窓口とも連携して対応していきます。
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◆平成24年度活動報告　男女共同参画の意識啓発と情報発信◆

キックオフセミナー
　女性研究者がその能力を最大限に発揮できるよう、出産、子育て、介護等の「ライフイベント」と「研究」
を両立するための環境整備と支援を積極的に推進しています。平成 24 年度文部科学省科学技術人材育成費
補助事業「女性研究者研究活動支援事業」に採択され、女性研究者支援および男女共同参画推進の取り組み
について、キックオフセミナーを開催し、教職員、学生等の男女共同参画に関する意識啓発と活動促進を図
りました。参加者は約 80 名でした。

日　時：平成 25 年 2 月 22 日（金）13：30 ～ 16：30
場　所：京都工芸繊維大学 60 周年記念館　2階　大セミナー室
テーマ：「女性研究者の活躍と男女共同参画社会」

＜プログラム＞
○開会挨拶　京都工芸繊維大学長　古山　正雄
○基調講演　文部科学省科学技術・学術政策局基盤政策課　人材政策企画官　佐藤 弘毅 氏
　　　　　　「女性研究者の活躍をめざして―その取り組みへの期待―」
○取組紹介　KIT男女共同参画推進センター長（副学長）　森迫　清貴
○講 演 Ⅰ　東京学芸大学長　村松　泰子　氏
　　　　　　「なぜ大学における男女共同参画推進が必要なのか」
○講 演 Ⅱ　岐阜大学副学長（男女共同参画推進室長）　林　正子 氏
　　　　　　「男女共同参画意識を学内に浸透させるための組織づくり」
○閉会挨拶　KIT男女共同参画推進センター長（副学長） 森迫　清貴　

意見交換会（交流会）　京都工芸繊維大学　60 周年記念館

　　　 　　　　 　　

講師：文部科学省　佐藤弘毅 氏

講師：林　正子　岐阜大学副学長

講師：村松泰子　東京学芸大学長
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＜参加者アンケート結果＞ ※回収率 46％

あなたの性別　　　　　　　　　　　　　　　　　あなたの年齢

 　 

本日のセミナーに参加された動機　　　　　　　本日のセミナーについて

 　　 

男女共同参画推進の取り組みで関心のあるもの（複数回答）

自由記述（一部抜粋編集）
　・女性研究者が充実した研究ができるよう支援制度が図られていることを感じ取れた。
　・各大学の工夫された取り組みは大変参考になった。
　・実態を伴う男女共同参画の実現は難しいと思うが、継続的な取り組みに期待。

52%48%
男性

女性

64%11%

7%

14%
4%

テーマ

講演者

本学への関心

知人等勧誘

その他

18%

16%

12%
12%

12%

11%

3%
11%

5%
女性採用

研究支援員

両立相談

授業負担軽減

ベビーシッター

情報提供

交流の場

意識啓発

その他

33%

59%

8%

20～30代

40～50代

60～70代

93%

7%
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男女共同参画社会を実現するための教育プログラム講演会
　理系分野での男女共同参画の現状と目指すところについて、学生の理解を深めるために平成 22 年度より
本学の女性教員が実施しているプログラムです。これからの人生において、進路選択や就職活動、結婚、子
育てに直面した時の参考になるよう、今年度は理系大学出身の女性講師を招き、第 4回講演会を実施しまし
た。約 50 名の参加がありました。

日　時：平成 24 年 11 月 22 日（木）14：00 ～ 19：00
場　所：京都工芸繊維大学　1号館 0111 講義室
テーマ：「理系女子のキャリア形成を考える」

＜プログラム＞
○開会挨拶　KIT男女共同参画推進センター長（副学長）  森迫　清貴　
○講演Ⅰ　　澤田　順　氏（メトラー・トレド株式会社）
　　　　　　「理系女子のキャリア形成～ビジネス社会における夢と現実」
○講演Ⅱ　　横山　操　氏（京都大学生存圏研究所）
　　　　　　「研究課題とこどもとわたし」
○講演Ⅲ　　大塚　恵子　氏（地方独立行政法人大阪市立工業研究所）
　　　　　　「共働き研究職 25 年ー後輩のみなさんへのメッセージー」

全体討論会・懇親会　京都工芸繊維大学  KIT HOUSE

＜参加者アンケート結果＞
あなたの性別　　　　　　　　　　　　　　　　　あなたの回生（学年）

0111
 

 
 

23%

73%

4%

男性

女性

不明

25%

22%35%

10%

4% 4%

学部3回生

学部4回生

修士課程1年

修士課程2年

博士課程1年

その他
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参加された動機　　　　　　　　　　　　　　　　本日の感想

自由記述（一部抜粋編集）
　・  男子学生対象の企画。子育て世代の男性を演者として男女共同参画のための取り組みや楽しいこと、や
りがいみたいな話を男の人から話してほしい。

　・  今回のような女性研究者の方の講演会をもっと増やしてほしいです。実例を示していただけることは非
常に参考になりました。

　・働く女性への国、社会等のサポートの実状を聞いてみたいです。

情報発信・ホームページ
　平成 25 年 2 月、KIT 男女共同参画推進センターのホームページを開設しました。センターの活動や女性
研究者支援、両立支援制度の紹介、育児・介護等に関する情報提供などを行っていきます。
　URL　http://www.sankaku.kit.ac.jp/　  
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情報発信・発行物
○KIT男女共同参画推進センター　リーフレット
　平成 25 年 3 月　KIT男女共同参画推進センターを紹介するリーフレットを発行しました。

○両立支援相談のご案内（リーフレット）
　平成 25 年 3 月　両立支援相談のご案内（リーフレット）を発行しました。

 

ＫＩＴ男女共同参画推進センターの紹介
　男女共同参画の新しい社会に向かって、仕事と生活の

調和（ワーク・ライフ・バランス）に配慮した教育、研究及び

環境づくりが求められています。

　ＫＩＴ男女共同参画推進センターは、本学の男女共同

参画推進の拠点として設けられました。コーディネータの

配置をはじめとする女性研究者支援体制の充実や教育

研究環境の整備のほか、意識啓発活動を展開しながら、

女性研究者の採用・登用・育成を強化し、大学運営に女性

の視点を生かしていきたいと考えております。

　平成24年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業

「女性研究者研究活動支援事業」に採択され、女性研究者

の比率に関する数値目標を設定しました。女性研究者の

支援活動の促進とともに、男女ともにひとりひとりの

仕事と生活の上に、その能力を最大限発揮できる男女

共同参画の在り方を目指し、大学の環境改善、活性化に

努めてゆく所存であります。

　さらに、工科系大学としては女子学生の比率が高い

本学の特性を踏まえ、女子学生や院生へのキャリアパス

などの研究活動支援や交流促進を通し、次世代研究者の

裾野拡大にも重点的に取り組んでまいります。みなさま

からの意見や要望をもとに多様な視点で、本学の全ての

人々にとって、働きやすく学びやすい環境づくりに当セン

ターを有機的に機能させてまいります。

KIT男女共同参画推進センター長　森迫　清貴

＊平成24年10月1日現在

センター長（理事・副学長） 森迫　清貴

コーディネータ 森山　文恵

室　　員

理事・副学長 竹永　睦生

理事・事務局長 山下　馨

工芸科学研究科長 松野　謙一

教育研究推進支援機構長 森　　肇

生命物質科学系長 原田　俊郎

生体分子工学部門教授 亀井加恵子

電子システム工学部門教授 大柴小枝子

建築造形学部門准教授 清水　重敦

言語・文化部門准教授 竹井　智子

人事労務課長 坂口　義美

研究推進課産学連携室
知的財産係長 

三宅　由華

研究活動とライフイベントの両立支援

男女共同参画に向けての意識啓発活動

女性研究者ネットワークの構築

女性研究者の在籍比率を平成26年度に13％、
平成27年度には15％へ。

女性研究者の採用比率を平成26年度33％に。

ライフイベント要因の女性研究者の離職をゼロに。

研究支援員制度

両立支援相談

ベビーシッター育児支援制度

女性研究者交流促進

男女共同参画推進セミナーの開催

ホームページ等での情報発信

ニュースレターの発行　など

男 女 共 同 参 画 推 進 体 制

推進のための取り組み

達成目標

具体的な活動

成 年 在

ＫＩＴ男女共同参画推進センター構成

連携連携

連携

学　長

役員会

人事委員会

教育研究評議会

近隣大学・連携協力大学・関係機関　等

保健管理センター
コミュニケーション

支援室

工芸科学研究科
教育研究センター

<KIT男女共同参画推進センター>
センター長：副学長（担当理事）
室　　員：理事、研究科長、機構長、学系長、教員、
　　　　 事務局長、職員、コーディネータ　等

構 

成

ＫＩＴ男女共同参画推進センター
両立支援相談について

仕事を続けていく上で困ったこと、
悩んでいることなどたとえば、

まずは、お気軽にお尋ねください。

京都工芸繊維大学で学び、働き、研究する女性研究者や

女子学生の方が研究と生活を両立できるよう、出産・育児・

介護などのライフイベント上の悩みや相談をセンターの

コーディネータがお伺いいたします。

両立支援に関する制度や情報提供も行っています。

相談された方のニーズを尊重し、それに応えるため、学内

組織と柔軟に連携して相談を進めます。

育児や介護に関する男性研究者や職員の方のご相談も

お受けいたします。

相談に関しては守秘義務を順守いたします。

相談内容については、原則としてご本人の了解なく他に

提供されることはありません。

本学の教職員、学生の方が利用できます。

場　　所

研究（仕事）と家庭生活の両立が難しい。

子どもを産みたいが、研究を続けられるのだろうか。

親の介護が必要になった。休みは取れるのだろうか。

両立支援には、どんなものがあるのか。

育児に参加したいが、男性が利用できる支援制度は
あるのか。

・・・・・・etc

森山　文恵
社会福祉士・産業カウンセラー・キャリアコンサルタント

●研究支援員制度

●ベビーシッター育児支援割引券
など

2号館南棟1階134号室

相談時間 月曜日～金曜日（祝日除く）
９：００～１６：３０

相談申込 来室、電話、メール、センターＨＰ
申込みフォームより

受付申込 月曜日～金曜日（祝日除く）
８：３０～１７：１５

コーディネータ

支援制度の一例

ＴＥＬ 075－724－7757（内線7757）
Ｅメール sankaku@kit.ac.jp
ＨＰ http://www.sankaku.kit.ac.jp/

育児や介護、ワークライフバランス、理系キャリアなど
に関する図書やDVD、資料を置いています。
KIT男女共同参画推進センターでご覧いただけます。
どうぞご利用ください。

参考図書

ホームページでの情報発信

ＫＩＴ男女共同参画

推進センター

～応援します！研究と生活の両立～
京都工芸繊維大学

ＫＩＴ男女共同参画推進センター
（2号館南棟1階１３４号室）

　ＫＩＴ男女共同参画推進センターでは、両立支援相談や
支援制度の紹介、講演会の開催、情報提供、交流サロン、
図書の閲覧など男女共同参画に関する事業を行っています。
コーディネータが常駐しています。

ホームページでの情情報 信

タが常駐しています。

ジ 情

ご案内

意識啓発セミナーの開催

〒606‐8585  京都市左京区松ヶ崎橋上町
TEL・FAX ０７５－７２４－７７５７
Ｅメール sankaku@kit.ac.jp
ＨＰ http://www.sankaku.kit.ac.jp/

交流サロン

大学案内

女性教職員や女子学生の交流の場として、グループワーク
やキャリア相談、ミーティングなどにご利用ください。

●場所：2号館南棟1階133号室
●利用方法：センターにご連絡ください

キャリア相談、ミ ティングなどにご利用ください。

場所：2号館南棟1階133号室
利用方法：センターにご連絡ください

アクセス
1.京都駅より
市営地下鉄烏丸線「国際会館」行きに乗車（約 18分）「松ヶ崎駅」下車、
徒歩約 8分
（「松ヶ崎駅」の「出口 1」から右（東）へ約 400m、四つ目の信号を右（南）へ約 180m）

2. 京阪三条駅より
市営地下鉄東西線「太秦天神川」行きに乗車、「烏丸御池駅」で地下鉄烏丸線・
国際会館行きに乗り換え、「松ヶ崎駅」下車、徒歩約 8分
（「松ヶ崎駅」の「出口 1」から右（東）へ約 400m、四つ目の信号を右（南）へ約 180m）

ＫＩＴ男女共同参画推進センター

相談内容やご希望により、学内の相談窓口の紹介や
連携を行います。
臨床心理士や看護師、キャリアアドバイザーなど専門
の相談員が対応しています。

ＫＩＴ男女共同参画
推進センター

コミュニケーション支援室

対人関係、性格、不安、抑うつなど心の悩み
大学会館3階　相談日　月～金曜（祝日を除く）
相談予約はコミュニケーション支援室受付まで
TEL: 075-724-7145   E-mail: csr@jim.kit.ac.jp
予約受付時間: 月曜日から金曜日までの9時～17次

学内相談窓口

保健管理センター

健康診断、健康相談、応急措置、休養室での看護等
保健管理センター　TEL075-724-7173

学生相談室

授業・研究・友達・学生生活のあらゆる相談の窓口
大学会館2階、相談予約は大学HPをご覧ください。

就職相談室

就職への不安、悩み、人生設計、面接などの相談
相談予約は大学HPより学生情報ポータルを
ご覧ください。

両立支援相談の

ご案内

～応援します！研究と生活の両立～
京都工芸繊維大学

ＫＩＴ男女共同参画推進センター
（2号館南棟1階１３４号室）

TEL・FAX ０７５－７２４－７７５７
Ｅメール sankaku@kit.ac.jp
ＨＰ http://www.sankaku.kit.ac.jp/

松ヶ崎
キャンパス

Campus Map
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○KIT男女共同参画推進センター通信　ニュースレター
　平成 25 年 3 月　創刊号を発行しました。女性研究者支援をはじめ、男女共同参画推進に関する、センター
の取り組みや活動を紹介しています。

ご挨拶 京都工芸繊維大学長　古山　正雄

創刊にあたって KIT 男女共同参画推進センター長　森迫　清貴

　人間の知性と感性の共鳴を求めて、「知と美と技」を探求する独自の学風
を築き上げた本学において、豊かな人間性にもとづく男女共同参画社会を
推進してまいります。「男女共同参画社会基本法」の理念を踏まえ、全ての
学生と教員・職員が相互に尊重しあい、多様な個性や能力を生かしあえる
大学創りを目指していきます。
　教育と人材育成は大学の使命です。男女がともに持ち味を発揮し協働す
ることは、新たな展望を拓き、可能性を拡大させるはずです。
　今後は、KIT 男女共同参画推進センターを中心に、学内はもとより、他
大学や関係機関、地域のみなさまと連携協力を図りながら、女性をはじめ
とする多様な人材の活用や育成に積極的に取り組んでまいります。みなさ
まのご支援とご協力をお願い申し上げます。

　男女共同参画の新しい社会に向かって、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・
バランス）に配慮した教育、研究及び環境づくりが求められています。
　KIT 男女共同参画推進センターは、本学の男女共同参画推進の拠点として設け
られました。コーディネータの配置をはじめとする女性研究者支援体制の充実
や教育研究環境の整備のほか、意識啓発活動を展開しながら、女性研究者の採用・
登用・育成を強化し、大学運営に女性の視点を生かしていきたいと考えており
ます。
　また、女性研究者の比率に関する数値目標を設定し、女性研究者の支援活動
の促進とともに、男女ともにひとりひとりの仕事と生活の上に、その能力を最
大限発揮できる男女共同参画の在り方を目指し、大学の環境改善、活性化に努
めてゆく所存であります。
　さらに、工科系大学としては女子学生の比率が高い本学の特性を踏まえ、女子学生や院生へのキャリアパスなど
の研究活動支援や交流促進を通し、次世代研究者の裾野拡大にも重点的に取り組んでまいります。みなさまからの
意見や要望をもとに多様な視点で、本学の全ての人々にとって、働きやすく学びやすい環境づくりに当センターを
有機的に機能させてまいります。
　このニュースレターが本学の教職員、学生のみなさまの男女共同参画について関心を高めていただく機会となる
ことを願っております。

NEWS LETTER 創刊号
2013.03

KIT 男女共同参画推進センター通信

～応援します！研究と生活
の両立～

平成25年2月22日（金）KIT男女共同参画推進センター　キックオフセミナー
「女性研究者の活躍と男女共同参画社会」を開催いたしました。

　平成 25 年 2 月 22 日（金）午後、
本学 60 周年記念館 2階大セミナー室
にて、本学の男女共同参画推進につい
てのキックオフセミナーを開催いたし
ました。
　古山学長の開会の挨拶に続き、文部
科学省科学技術・学術政策局 基盤政
策課 人材政策企画官の佐藤弘毅氏よ
り、「女性研究者の活躍をめざして」
と題して、基調講演を行っていただき
ました。
　次に、森迫KIT 男女共同参画推進セ

ンター長より、本学の取り組みを紹介させていただきました。女性研
究者の比率に関する達成目標や女性研究者の働く環境づくりとして、
具体的な支援内容を説明いたしました。
　休憩をはさみ、「なぜ大学における男女共同参画推進が必要なのか」と題して、東京学芸大学長の村松泰
子氏より、ご講演いただきました。教育が変われば、社会が変わる。教育の男女平等、男女共同参画推進は、
大学本来の使命として不可欠であることを学長として実践してこられた経験を踏まえて、お話していただき
ました。
　続いて、「男女共同参画意識を学内に浸透させるための組織づくり」と題して、岐阜大学副学長であり、
男女共同参画推進室長の林正子氏より、ご講演いただきました。男女共同参画宣言と行動計画を策定し、女
性教員限定公募や各学部とのFD研修など具体的な取り組みの実例をお話していただきました。
　参加した本学および他大学の教職員の方々より、「女性研究者が充実した研究ができるよう支援制度が図
られていることを感じ取れた」、「各大学の工夫された取り組みは大変参考になった」、「実態を伴う男女共同
参画の実現は難しいと思うが、継続的な試みに期待」など多くの感想が寄せられました。佐藤企画官、村松
学長、林副学長をお招きし、男女共同参画推進について理解と意識を深めるまたとない機会となりました。

　平成 25 年 2 月 22 日（金）、キックオ
フセミナーに先立ち、文部科学省の佐藤

企画官、村松東京学芸大学長、林岐阜大学副学長に、本学
KIT 男女共同参画推進センター（本学 2号館南棟 1階 134 号室）とKIT 女性サロン（133 号室）を見学し
ていただきました。
　また、キックオフセミナー終了後には、参加された他大学の教職員の方々にもセンターおよびサロンをご
案内させていただきました。

～応援します！研究と生活の両立～   ◇◇京都工芸繊維大学　KIT 男女共同参画推進センター◇◇
住　　所　〒 606-8585　京都市左京区松ヶ崎橋上町　京都工芸繊維大学 2 号館南棟 1階 134 号室
TEL・FAX　075-724-7757（内線 7757）
Eメール　sankaku@kit.ac.jp　 ホームページ　http://www.sankaku.kit.ac.jp/

活動報告

インフォメーション

セミナー
実施報告

センターおよび
サロンの紹介

基調講演の様子　講師：佐藤弘毅氏

東京学芸大学長　
村松泰子氏

岐阜大学副学長　
林　正子氏

連携

連携

連携

学　長

役員会

人事委員会

教育研究評議会

近隣大学・連携協力大学・関係機関　等

保健管理センター
コミュニケーション

支援室

工芸科学研究科
教育研究センター

<KIT男女共同参画推進センター>
センター長：副学長（担当理事）
室　　員：理事、研究科長、機構長、学系長、教員、
　　　　 事務局長、職員、コーディネータ　等

構 

成

本学の女性研究者がその能力を最大限発揮できるよう、出産、育児または介護などライフ
イベントと研究を両立させるための環境整備や研究活動支援事業が、平成 24年度文部科
学省科学技術人材育成補助事業「女性研究者研究活動支援事業」に採択されました。

センター長（理事・副学長） 森迫　清貴
コーディネータ 森山　文恵

○室　員

理事・副学長 竹永　睦生
理事・事務局長 山下　　馨
工芸科学研究科長 松野　謙一
教育研究推進支援機構長 森　　　肇
生命物質科学系長 原田　俊郎
生体分子工学部門教授 亀井加恵子
電子システム工学部門教授 大柴小枝子
建築造形学部門准教授 清水　重敦
言語・文化部門准教授 竹井　智子
人事労務課長 坂口　義美
研究推進課産学連携室
知的財産係長 三宅　由華

○研究活動とライフイベントの両立支援
○男女共同参画に向けての意識啓発活動
○女性研究者ネットワークの構築

○女性研究者の在籍比率
　平成 26年度 13％　平成 27年度 15％
○女性研究者の採用比率
　平成 26年度 33％
○ ライフイベント要因の女性研究者の
　離職をゼロに

男女共同参画推進体制

取 組 み

達成目標

KIT男女共同参画推進センター構成
＊平成 24年 10月 1日現在
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○研究支援員制度
○両立支援相談
○ベビーシッター育児支援制度
○女性研究者交流促進
○男女共同参画推進セミナーの開催
○ホームページ等での情報発信
○ニュースレターの発行　など

本学の女性教員（常勤教員）の比率　
（平成 24年 5月 1日現在）

大学における女性教員の比率（国公私立別）

（平成 23年度学校基本調査（文部科学省）より作成）

　平成 11年 6月に、「男女共同参画社会基本法」が制定されました。
　〈男女の人権の尊重〉・〈社会における制度又は慣行についての配慮〉・〈政策等の立案及び決定へ
の共同参画〉・〈家庭生活における活動と他の活動の両立〉・〈国際的協調〉の５つの基本理念が定
められ、それに基づいて、国や地方公共団体・国民の果たすべき責務が明らかにされています。
　そして、さまざまな分野への女性の参画を促す数値目標と期限を設けた「第 3次男女共同参画
基本計画」が、平成 22年 12月に策定されました。
　この計画では、科学技術・学術分野における男女共同参画の成果目標として、「自然科学系の女
性研究者を早期に 25％へ。そして、更に平成 27年度までに 30％へ。特に理学系 20％、工学系
15％、農学系 30％の早期達成を目指す。」としています。

 内閣府男女共同参画局ＨＰ 　http://www.gender.go.jp/

具体的な活動

女性研究者のデータ

男女共同参画社会基本法について

URL   http://www.sankaku.kit.ac.jp/
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